感染対策管理委員会議事録

日時　：　2007年　12月13（木）　15：30　～　16：00
場所　：　青南病院　病院4階ユーティリティーホール
司会　：　佐藤　志穂　　　　　記録者：　佐藤　志穂
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1.　インフルエンザ予防接種について

　12/5（水）報告書提出し、病院長の決裁を頂いています。予防接種期間中に体調不良であった等の理由で、現時点で未接種の職員2名と患者様15名は、いずれも12月中に接種終了予定としています。患者様に対しては、呼びかけを継続していきましょう。

2. ノボペン（インスリン自己注射）針の廃棄方法について

　現在、使用後のノボペン針はキャップをして本体から取り外していますが、それは“リキャップ行為”と見なされる可能性がある為、ノボペン針の廃棄方法について話し合いました。

· キャップをせずに針を剥き出しのまま本体から取り外す行為は大変危険である為、キャップをしても良いのではないか？

· ノボペンには、針そのものを覆うキャップと滅菌パックの2種類のキャップがあり、針そのものを覆うキャップでのリキャップは、誤針の危険があるので、もちろん禁止です。問題は、ノボペンの針を捨てる時に針をねじって捨てる為、誤針の危険があるということ。そのために、滅菌パックのキャップをしながらねじって取り外しており、どちらが誤針のリスクが高いかを考えた結果での方法である。しかし、それもリキャップだから危険と判断をされるのであれば、針をねじる為の器具を準備する必要があると考える。専用のものがあるのか、ニプロに問い合わせてみるのが一番良いのではないか？もしくは、ペアンを使用するとか？

· 前職場では使用後針にキャップをしてから取り外し、そのまま感染性廃棄物に捨てるというやり方をしていた為、リキャップ扱いではなかった。また、病棟の複数の看護師に確認したところ、やはり、他病院でも同様の方法で扱っていたとのこと。個人的な意見ですが、針そのものの使用方法に使用後はキャップを戻し、ねじって外すよう明記されている為、使用方法に基づいた手技なのでは･･･？と思う。
※以上の意見を踏まえ、次回の委員会で再度話し合う予定としています。
3. インフルエンザウィルス・ノロウィルスについて

本格的にインフルエンザウィルス・ノロウィルスが流行してくる時期となりました。インフルエンザウィルスについては、予防接種をしたからと言って油断せず、いつも以上に体調管理に注意しましょう。38℃以上の発熱がある場合には、診断キットにて検査し、マニュアルに則った対応をしていきましょう。

またノロウィルスについては、患者様・利用者様で疑わしい症状の方がおられる場合には、確定していなくてもハイターによる環境整備や汚物の処理方法を徹底していきましょう。

　いずれの場合も、うがい・手洗い・マスクや手袋の着用を適切に行い、蔓延させないように注意しましょう。

